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れ
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あ
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植
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縱
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.
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塡
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な
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あ
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つ
.

は

適

度

の

潘

震(

噸
稅)

に
.よ
っ
i

設
し
維
持
す
る
こ
と
も
出
來
や
ぅ

o

蒺 

2

造
は
多
く
の
國
々
に
於
て
、
襄
を
促
進
す
る
他
、の
},の
施
設
で

あ
.

る
が
、
其
終
費
を
支
辧
す
るの

み

な

らす
、
.
君
主
に
對し
て
小 

額
の
收
入
？

造
幣
收
入
を
生
ぜ
レ
め
る
。
，郵
拠
棄
も
同
一
の
目
的
の
た
め
び

I

っ
の
施
設
で
あ
る
が
、其
經
費
雾
辨.し
た
I

こ
.、 

.殆
ど

す

ベ

て

、
の
.國
々
に
於
て
共
栽
主
に
極
め
て
多
く
の
收
入
を
擧
げ
て
罟
る
o
‘ (

同

童
. 一
®:
頁)

、
、
.
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.

.

.

.
-

當

U

に
っ
.
.い
て
は
、
5
便
J

は
‘正
し
く
商
業
的
素
で
あ
る
。
政
麻
は
各
郞
他
屈
の
f

费
、
.細
要
.の

擇•
奮

.
I齡
は
雇
用
の
.

へ
'經
著

前f

言

，

■
報
J
に

對

言

栽

に

よ

■

多

职

の

賣

.
ネ

そ
の
&

£
成
功
し

'.
^
來
嚷
涵
ら
く
唯
.':
-の
^
業
的
：企
業

;;
^
あ
.る
^ -
盖
 

いV.

 

へ
 

-
癸
商
業一

般

を

促

学

_

必

麗

|

施

摩

の

ほ
：：

か
：；
麵 

.

と
す
る
0ー.
■
ば
野
獨
未
_
の
國
民
と
^
 ̂

.
そ
の
た
め
に
生
ずf
i费
■
.
の
特
糸

声

に

I

る
i
廣
■

若

す

''-
?
支
■

べ
き
こ
1

決
し
そ
習
规

.

必
須
の
こ
,̂
^
リ
；，ゝ
■

行
i
 

_
的
保
B

へS

で
あ 

>y
>
|?
行

..
1

の
--
1

タ
1

|
遍

る

。：；故
に
こ_

_

^

、恶

敎

I

鼓
の
I

は

其

經

透

盤

_

に

邊

收

ス

截

授

■

■

を

像

す

る

こ
と
が出
來
る
の
；2

:っ
で
、

一
般
國
家
次
：入

を

：支

,

さ 

.

れ

る

こ

と.を
必

翦

と

、

な
，いo
,

ス
,
„

ス
-

I育
：宗

敎

馨

設

に

乳

袅

：

E

述
：は
殆I,
敎

育. ，

宗

敎

論

或

は

政

策

翁2

る
。0

 
一
 

3丸
|
ニ
|丸
丸
頁>

 
■

. 

沼

麦

は

闕

家

.のJllQ

義
務
を
途
行
す
る
に
耍
す
る
他
に
證
：•の
#
滕
を
保
持
す
る
た
め
.取
經
費
を
么
要
.と
す
5.
0*
.
.
. 

.
 • 

' 

.

.

- 

/
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■ 
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*

•

-■

ふ
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V
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、
.
.
ニ

 

ノ 

-
X

 

へ

ノ

ン

.
 

■-
•

ス

ミ

ス

は

編

繼

結

論
t

^

;:
A
-
.
段
に
與
へ
4 

國

防

费

と

主

響

の

尊f

保
持
す
る 

,

經
毁
と
の
兩
者
は
、1
社

容

.一

般
的
肩
益
の
た
め
に
文
出
さ
れ
る
故
に
全
社
命

Q

 

j

般
的
貢
納
に
よ.
？

支
辨
さ
る
'
ベ
H

、
卽

ゼ
:1
:1

續

の

舊

て
.

響

善

-:
1

_

出

穩
_

淑̂

财
政
學
に
於
け
る
紙
霧
の
問
風
-

.

,

-

-

.
'
V

V
,

 

^
 

• 

0

-
 

s

o

 

^



'
、：

.

.对
政
鹖
に
於
'け
^

|贺
亂
‘の
卯
題 

. 

:

V 

,l.H 

r

 
ニ 

,

.

t

lさ
れ
f

の

美

t

れ
る
'
蔚
そ
れ
が
社
會
全
體
.のJ.

般
的
寘
納
に
よ
っ
で
支
辨
さ
れ
る
こ
と£

8

不

當

で

「 

,
,
,い

.
0

し
か
し
德
法
費
の
，必
要
を
生
ぜ
し
め
る
人
々
は
、
何
等
，か
の
不
荖
よ
っ
T
裁
判
所
か
.ら
の
救
濟
又
は
議
'1
!

 

I

必 

，
連
I

し
め
；

i
人々で，

叉こ

.の
襲
に
よ
っ
て
.最
も
直
接
の
.利
益
を
享
け
る
A
々
は
、
裁
判
所
が
そ
の
人
に
幾
を
囘
復
す
る
力-
 

,ノ
义
は
羞
す
る
入
々.で
あ
，る
。
故
.に
，此
词
法
毀
は
、
植
々
に
異
な
る
場
合
の
命
卞
る
所
に
從
っ
て
、
こ
の
兩
者
の
い
づ
れ
か
の
一
方
、
或
ノ

 

.

•

.は
双
方
：が
ら
特
彥
貢
納
、
卽
ち.栽
判
所
手
'數
料
に
-よ
っ
飞
支
辨
す
ぎ
と
.は
極
办
て
蓄
で
.あ
ら
ぅ
。
.全
社
會
の
一
-般
的
貢
納
に
喉
っ
. 

こ
と
が
.

I
だ
と
は
1

K

3

H低
し
こQ

手
■
料
を
史
拂
ふ
需
'̂
_き
犯
罪
人
の
場
合
を1
く
。(

同

奮

0

0

5 

.

.

i

.宗

敎

醤

に

擎

る

舊

は

、
社
會
全
體
の
喇
益
と
な
る
か
ら
、
社
看
全
體
_の」

般
的
貢
納
. 

f

に
よ
っ
て
支
辨
さ
れ
て
も
何
等
不
當
で
、
は
な
い

o
:
y
:
i

し
、
.其
：に
4

.

5
 

そ
の
人
：々(

道
路

こ
':々
.い

雾

へ

ぼ

旅

行

者

、
貨

物

輸

I

 

.
•
共
貨
物
の
消
费
者)

：
t

の
貢
納
5

つ
て
は
t

襲
し
得
な
い
も
の
か
、

V 

: 

’
或
は
a
に
金
く
講
さ
れ
な
い4

い
爹
が
の
：®
^/
に
は
，、.祭
足
を
社
會
全
體
の一

般
的
貢
納
に
よ
っ
て
獲
さ'る
^
:き
で
あ
^

*

■
#
のT

般
的
收
入(

ぎ
ち
公
共
收
入)

は
、
阈
防
费
I
び
主
權
者
の
I

を
維
持
す
る
經
費
を
支
辨
し
た
上
で
、’多
べ
の
特
定
^

^

 

: 

入
の
不
足
を
'翦
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
承
ふ
。s'
書
三0

V
5

 

;

■

，
* 

<
, 

‘

く
？

十
ス
ミ
ス
1

述
0:
如
く
、
大
多
數
の
國
に
於
て
國
衰
入
の
全
部
又
は
殆
|

部
が
不
|

的
に
依
用
さ
れ
て
居
る
と
云
：び
、
：

'.
•
從
っ
て
,

經
費
、の
<

_倭

紙

.ど
審

は
、
4
 

經
濟
H

於
て
ド
邻
生
;̂

:

.:

.

 ̂

 ̂

t 

 ̂

 ̂

^

1.̂
.
 ̂ ̂
 

は
、
.ス
、
、
、
.ス
自
身
 9

言

葉

ぬ

思

味

:

パ.
.

•

ャ
：
_

l^
r

,

餐

る

國 

餐

顏

1 '

居
:%

故
1 :
.嚷
 

.

'

‘

っ
い
て
不
き
的
も

®

っ
S

で
あ
◊
•

て
、‘
必

艺

も

國

家

經

費

は

ぶ

な

る

場

合

に

も

售

的
X

.

り
得
な
い
と®

ふ
の
で•
は
、

.ぶ
い

•

す

V

き
で
：̂
ら
う
。
し
t
f

學
派
の
人
々
、.は
國
家
經k

の
不
生
產
的
性
質
‘の
解
釋
を
繼
そ
て
消
費
說
を
採
つ
て
居
る
。
‘.

命

へ

ば

リ

ヵ

ア

ト

ョ

は「

不
.社
產
的
勞
#
街
以
外
の
恭
真《

ふ

\̂
と
稀
な
る
財
主
の
取
入」

と
云
ふ
ス
、、、
ス
の
言
を
欺
認
し
て
そ
の
，ま
、
引
;1
1
レ
て

^

リ(

リ
ヵ
ア
ド
ォ
3
經
濟
學
及
課
税
之
原
現
、
.小
染
齋
三
博
士
課
山
：$

文
姐
版
、
.一

四

一

頁

參

照

>

 
ま

た「

戰
费

1

へ
ん
が
た
办
、
か
し
く
は
證
の
經 

名
在
を
效
ぜ
ん
が
た
め
に
.一
隊
，に
賦
l
せ
ら
れ
て
1
而
し
て
筑
に
不
生
齋
的
勞
働
教
を
養
ふ
用
に
充
て
ら
れ
る
租
税
は
、

1
の
固
の
业
產
的
產
業
か
ら
反
ら 

れ
る
、も

の

で

あ

つ

て

、

-
斯
る
經
贺
を
節
約
す
る
'こ
气
か
⑴
來
本
ば
、
.そ
'の
節
釣
は
何
れ
も
故
な
一
般
に
納
敗
者
の
资
本
に
は
加
へ
ら
れ
ぬ
支
で
も
、
そ
の
所■ 

得
に
加
へ
ら
れ
る
で
あ』

，
1

5
 

(

同
S

M
一一i

s
參
照)

ま
たnr

く r

業

せ

集

§

加

た
域
は
不
棗
的
：I

の
減
退
か
に
ょ
？

、
-之
I

し
得
る
.も
の
で
あ
る
。…

：
二
國
の
资
本
の
減
少
に
比
例
レ
て
、
北
ハ
生
避
領
は
必
卷
>调
少
，す
る
で
あ
、ふ

-^
'
故

&
右
し
も
人
民
と
政
府
と
の
側
に
於
け
る
；！？

'
じ
不
外
S
浪

祭

續

け

ら

..；

パ

戈S

尜
が
細
え
ず
減
少
.しH

行
く
な
ら
ば)

人

S

び

讓

の

議

•
は

益

、
々

-k

な
る
昆
を
以
て
洞
揭
し
、
恥 

踅

は

困

.^
i
破
減
と
で
あ
I

。
最
近
二
十
部
間
に
於
け
る
英
國
政
，

S

大
な
る
S

あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、

人

S

侧
に
於
け
る
生
f

僧
如
が
之

を
愤
つ
て
餘

--
1
)
-
あ
つ
た
こ
，と
は
殆
ど
疑
な
き
所
で
あ
る
.」

(

询
譯
谣
ニ
ニ
七
贫
參
职〕

-
.
1 

. 

•
. 

• 

S 

, 

: 

•

,

J

r

Bセ
イ
の「

す
べ
てQ

财
政
露
の

r

s
-v
i:
る
は
督
の
最
も
少
な

I

の
_で
あ
リ
、

す
•ベ
て
の

租

税

の

S

な
る
も
の
は
そ
の
領
の
最
少
な

s\
も

の
で
t

j
と

云

ふ

幸

句

廣

々

沿

1
れ
ズ
极
る

0
經

S

經
濟
的
性
含
關
す
る
セ
イQ

解

糍

は

ざ

氣

霖

第

j
s第
六
章
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
て
居

る
0 (

乜
イ
、
經
濟
哄
> 
咐
井
幸
雄
做
士
課
ず
卷
ー

1H

ハ
®
页
以
下
參
照)

：

、.

•
•
：.

パ

■ 

ノ 

.
/ 

,

、

•「

背

S

勤
勞
の
如
き
も
の
，を
以
て
無
形
的
生
鹿
物
で
あ
る
.
0
-
_
之
等
の
無
形
的
坐
齋
物
は
之
を
敷
樹
し
！
^
、
ま
たI

國
の

I
本
の
'

%
加

”
5
立

？

と
.
 

が
な
いo

…

：.個
人
及
び
漆
族
の
欲
望
の
蜜
は
成
的
消
替
生
ぜ

^
め
る
が
、
社
f

亦
欲
望
を
有
し
.て
.公
的
消
f

生
.ぜ
し
t

o…
…

艰

f
 .

命 

•

:^
^

腐
_
遗
七
^

^
常̂
及
時
間
出

*

_
ゆ
^

い̂
，か
^0
^

^

^::^

条

.
^
^狄
(>
资
^

^̂'
た
1

て̂
；%'
>
«
舉

见
以
外
に
は
何
铮
の
利
益
も
與
べ
な
い
の
で
.あ
る」

と
沄
ふ
0
- 

.
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-
ア
ダ
ム•

ス
ミ
ス
.ル
擧
說
を
繼
承
す
る
學
派
が
、
第
十
九
世
紀
前
半
、の
支
配
的
學
泥
と
な
つ
た
於
，

1

八
三
丨
四
〇
年
代
の
進
む
に
つ..

 

れ
て
そ
，Q
學
說Q

m
.

に
現
毁Q

 
0

0

の
發
展
を
反
映
：

P

て
修
！̂
<o
.炎
要
と

そ
の
非
現
！̂
性
仁
對
.̂

批
判
が
現
は
れ
f̂
o
例

へ
ぼ
十
M
典
學 

派
のC

部
亿
於
で
は
.J
 

• 
S

ミ
ル
で
あ
.如
、
、
ま
た
.
'
ド
イ
ツ
の
實
情
ど
利
害
と
は
リ
ス
ト
の‘ぞ
^
ス
學
款
に
對
ザ
る
批
判
を
生
ぜ
し
め
た
。

• ....... 
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•«'
•
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國

家

經

费

の

經

濟

的|
赞

に

っ

い

て

も

、
、
、
ル

は

、

勞

働

が

生

產

に

，
問

接

に

役

立

つ

樣

式

©'
、
ー
 
と
.し
て
、
勞
働
の
保
蕾
使

•用
さ
れ
る
す
働
暴
げ
、
取

人

、
 

•
葚

•裁
判
背
の
勞
働
に

i

產
乘
の
保
課
は

/k
產
致
の

5

を
な
し
、

間
接
.に
生
強
的
ヌ
あ
る
盖
ひ
、
ま
た
か
府
が
資
本
を
作
り
出
す
場
合
の
あ
る 

■

驸

政

學

に

於

け

名

經

锻

論

の

刖
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‘： 
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-

財
政

學
に
於
け
る
經
独
論
の
則
題
ハ• 

• 

- 

.
s
* 

r
.l

セ
ゴ
、

こ
とf

述
べ
て
於
る0 

(

ミ
ル,

經
濟
堞
照
！

5、

ア
シ.
ユ
レ
ー
版
、3.
六
丨
调
九
頁
、
-

六
次
頁
。
戶
田
取
挪
氏
譯
费
六
四
员
敗
下
及
び
，；！

1

五
员
參
照〕

.

，
ま
た
、

フ

リ1

2

9ッ
ヒ

•
リ
ス
ト
は
、
常
を
创
る
力
は
赏
そ

-C
O
も
の
ょ
リ
ぢ
蜇
要
で
あ
る
と
し
、
-
/1
-產
-カ
0
:源
凍
を
撕
描
し

'
 £

擗
柳
的

♦
碉
髒
的
-
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2)
6
然
的
3)
.社
食
的

*
市
斑
的

•
政
治
的
⑷
物
的
决
鹰
力
と
す
る
。
そ
し
て「

値
令
法
令
及
公
共
制
陇
は
嵌
タ
の
偎
値
は
也
靡
し
な
く
と
も
、
也
鹰
力
を
逄 

'み
此
す

|
と

去

ふ

糜

に

於

§

家
經
贺
の
生
產
拙
を
認
め
る
の
.で
あ
る
0
リ
ス
ト
、

國
、8

濟
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系
第
十
二
^

谷
ロ
、
正
木
氏
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造
文
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コ 
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以
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參
照
、

リ
ス
ト
、
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ァ
ル

•
デ
ィ
ツ

*

i.

ル
の
决
.產
說
、

シ
ユ
タ
イ
ン
の
砰
也
產
說
を
通
じ
て
ヮ
グ
ナ
ァ
，に
到
リ
1

H
に
其
後
の
發
M
(C
>M
て
は 

本
_
の
後
段
に
述
べ
る
こ
，
と

に
す
る

0 .r 

'

.

_

、

.
、
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ノ

，

-

國
常
論
、
第
五
編
第
一
寧
を̂
ミ
ス
の
經
毀
諭
と^
て
免
る
'̂
、
そ
の
中
に
國
家
の
職
分
と
そ
の
職
分
遂
行
の
歷
史
的
形
態
の
識
—
が\

 

極
め
て
多
く
雄
べ
ら
れ
て
居
り
、
ま
わ
例
へ
ば'民'英
制
度
と
常
備
軍
制
度(6
歷
史
及
び
優
劣
の
比
，較
或
は
會
社
形
態
論•敎
育
論
、
宗
敎 

論
_

他
及
び
_財
政
以
外
の
各
槌
の
政
策
験
が
述.べ
ら
れ
て
展
;̂

y>
が
に
廣
_
に
解
釋
す
る
と
しv

も
經
費
論
自
體
ょ
り
も
經
費
論
以
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外
の
問
題
が
占
め
る
部
分
が
雜
か
に
多
い
の
で
あ
る
0
ま
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:
經
费
論
に
教
入
論
が
混
入
し
て
，居
る0

■:
■
- 

'

、 

.

H、
ラ

ウ
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經

货

論

の

特

微〉
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カ
ァ
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ッ
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ラ
ウ
の
財
政
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版
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八
三
ニ
®

は
、

第
十
九
世
紅
の
三
十
年
代
以
後
に
於
け
る
代
表
的
な
財
政

「

學
割
で
あ
ざ

0;
ダ

き6
#

败
學

_
馨

歡

支

1

^
派

_

あ

づ
和

ま
だ
，官
房
學
カ
メ
ラ
リ
ズ
人
の
现
論
が
尙
ほ
殘
存
じ
て
居
る

o
1

ブ
ウ
は
箔
十
八
世
紀
の5

ラ
リ
ス
K
例
へ
ば
ユ
ス
.チ
、
ソ
ン
ネ
ル
フ
ヱ 

ル
ス
等
の
紫
作
は
今
も
尙
ほ
有
用
で
あ
り
、
そ
れ
は
姊
•に
赞
踐
上
の
諸
腺
則
を
知
ら
し
め
る
か
、ら
で
あ
る
と
云
つ
て
居
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-
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1
1
,
' 

R
ad-
-
, 

FinaRzwisŝ
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ラ
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財
貨
に̂
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國
象
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要
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充
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の-̂
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政
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努
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脱
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あ
つ
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財
政
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濟
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i
e
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a
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國
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經
濟
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國
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放
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學
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財
政
學
で
ぁ
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_
濟
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|
部
ガ
ぁ
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1
た
狹
義
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於
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官
房
學
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は
る
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^
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亿̂
國
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參
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獲
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.
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あ
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⑶
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得
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得
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れ
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。
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す
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濟
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濟
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問
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節
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ザ
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■
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濟
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つ
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の
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め
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立
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產
ょ

5
f

る
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或
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國
家
が
行
は
な
ば
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入

'
て

馨

儀
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な
る
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と
さ
れ
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.
Iだ
け
を
f
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こ
と
が
許
さ
れ
る
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か
ら
、
國
藝
要
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本
質
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な
貢
献
を
し
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鐾
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れ
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す
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翁
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。
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參
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